
SAVSを活用した
デマンド型乗合バスの運行について
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人口 33,160人（R02.9月末）

高齢化率 30.88％

世帯数 12,449世帯

面積 238.98ｋ㎡
歳出決算額 130億円（ R01年度）

財政力指数 0.47 （ 〃 ）

実質公債費比率 13.4%    （ 〃 ）

岩手県のほぼ中央

紫波中央-盛岡間16.7km 21分

（盛岡のベッドタウン）

岩手県紫波町（しわちょう）
主な政策 H12～循環型まちづくり

H17～協働のまちづくり
H19～公民連携によるまちづくり

©2016 Google、ZENRIN

南部杜氏発祥の地
地酒4社

フルーツ王国
ぶどう・りんご・なし・もも

産直が10ヵ所ある町
地域経営

もち米 南部小麦 そば
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【フットボールセンター】
岩手県サッカー協会
（H23.4月完成）

【オガールプラザ】
図書館、飲食店、
市民交流スペース等
（H24.6月完成）

【オガールベース】
バレーボール専用体育館、
ビジネスホテル、飲食店等

（H26.7月完成）

【宅地分譲】
建築条件付土地売買
「紫波型エコハウス」

【オガール保育園】
民設民営保育所
（H29.4月完成）

【オガールセンター】

ベーカリー、アウトドア
ショップ、トレーニング
ジム、英語教室、小児科

（H29.4月完成）

【役場新庁舎】
（H27.5月完成）

オガールプロジェクト
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令和元年度岩手県内市町村別

転入・転出増減状況

出典：岩手県人口移動報告年報

転入者数 1,077人
転出者数 1,014人
差引 ＋63人
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盛岡市

北上市

花巻市

盛岡駅

高速ＩＣ
ＪＲ３駅

花巻空港

【紫波町の公共交通の現状】
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紫波町の公共交通の現状

①鉄道
東北本線の日詰駅（明治23年開業）・紫波中央駅（平成10年開業）・古
館駅（昭和19年開業）の3駅がある

②路線バス

岩手県交通株式会社が運行する、日詰線・長岡線・見前回り志和線・
犬渕線が運行していた（平成30年大迫・紫波線が廃止、令和２年４月には
見前回り志和線も廃止）
また、町内には岩手県交通の紫波営業所がある

③コミュニティバス「すこやか号」
紫波町が委託し、岩手県交通株式会社が運行していた
紫波中央駅を起点に西回り（3路線）・東回り（3路線）・中央部（2路
線）・温泉線が運行（料金100円、朝・昼・夕の１日3便）

④タクシー
町内にはヒノヤタクシー、紫波タクシー、日詰タクシーの３社がある
その他にも介護タクシー「しわっち」が営業している

（令和２年３月31日現在）
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公共交通網の現状
（令和２年３月末時点）
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町内の交通空白地域（農村部）をカバーしていた
コミュニティバス「すこやか号」の運行業務を依頼していた
岩手県交通株式会社より

「令和２年度以降の継続は困難」であるという意向が示される

さらに、既存の路線バス（見前回り志和線）も令和元年度をもって運
行を停止することに...

そんな時…
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公共交通網の将来予想
（令和２年４月以降）
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医療機関（診療所・歯科診療所） 位置図
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ショッピングセンター・コンビニエンスストア等 位置図
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金融機関・ATM 位置図
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町の東西と中央部をつなぐ

公共交通を作り上げなくてはいけない
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ＡＩ デマンド型乗合バス
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公共交通の転換

コミュニティバスの廃止：岩手県交通が撤退

デマンド型乗合バス「しわまる号」運行：㈱ヒノヤタクシー

デマンド型乗合バス「しわまる号」

町内全域を３台の車両が運行（電話・スマホで予約）

× × AIシステム
未来シェア

地元タクシー
事業者

10人乗り３台
ジャンボタクシー

しわまる号 ヒノヤタクシー事務所内の
AI技術を活用したシステム

車内に搭載された配車システム
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AIを活用した配車システムを搭載
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紫波町デマンド型乗合バスの内容

■対 象 どなたでもご利用可能

■運行日 原則毎日運行（土日、祝日も運行）

■運行区域 紫波町内全域

■運行時間 午前8時～午後5時30分

■運行車両 ワゴンタイプの車両 3台運行。（最大乗車人数は各8名まで）

■乗車場所 停留所を設定しませんので、自由に乗降場所を設定できます
ドアツードア方式

■利用料金 1人1回（片道）500円（乗合が発生した場合は300円）
※小学生は1人1回200円（乗合が発生した場合は100円）
未就学児は無料

■利用方法 電話またはスマートフォン（Webサイト）での予約
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平成29年7月～ 公共交通に関する町民意識調査実施

平成30年5月 すこやか号路線再編

7月 岩手県交通よりコミュニティバス事業からの撤退の意向が示される

11月～ 町内交通事業者へ聞き取り調査

平成31年2月 群馬県前橋市へ視察

令和元年 6月 公募型プロポーザル方式で事業提案を受ける

7月～9月 住民説明会

10月 紫波町デマンド型乗合バスの実証実験が開始
10月4日～10月31日 予約件数389件 利用者数500人

12月 再度、公募型プロポーザルで事業提案を受ける

令和２年３月 周知用チラシの作成（全戸配布、町内各施設・すこやか号車内に配置）
地元商店会・商業施設のセールチラシに掲載を依頼
医療機関・商業施設等に利用者の予約時のサポート協力を依頼

令和２年４月1日～ 紫波町デマンド型乗合バスしわまる号運行開始
出発式を役場庁舎前で執り行う

しわまる号運行までの流れ
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○利用者数の推移 単位：人

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 9月 計

しわまる号 818 869 1,200 1,322 1,203 1,350 6,762

すこやか号 1,946 2,039 1,955 2,115 1,759 1,718 11,532

対すこやか号 42% 43% 61% 63% 68% 79% 59%
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しわまる号の利用者数と乗合率

しわまる号 乗合率

居住地域別利用者の割合
中央部 30％
西部 40％
東部 30％

従来の路線タイプに比
べ、利用客は少なく
なっている

予約を手間と感じる方
が多い

○乗合率の推移
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 9月 計

単独 390 397 577 517 576 661 3,118
乗合 433 464 627 803 626 528 3,481

計 823 861 1,204 1,320 1,202 1,189 6,599
乗合率 53% 54% 52% 61% 52% 44% 53%
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降車位置分布

乗車位置分布

令和２年９月運行実績より
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運行実績について

（１）乗車実績（令和２年４月～９月）
①予約件数 6,599件
②利用者数 6,762人（１日平均37人）

（２）利用者、運行事業者からの声
①良い意見
・自宅まで来てくれて目的地まで行けるのでとてもありがたい。
・曜日や時間にかかわらず外出できるようになった。
・荷物があっても外出できるようになった。
・登録なしで誰でも乗れる。（町外から紫波町を訪れた方から）

②改善を求める声
・2～3ヶ所経由して目的地に向かいたい。
商業施設に行く前に銀行に寄りたい。
途中にある友人宅に寄ってほしい。...など

・特定曜日を一度に予約したい。
通院のため毎週火曜日の午前10時に乗車したい
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運行実績について

③特徴的な利用

・小学生が放課後の習い事への移動手段として活用していた。
（小学生のみでの利用）
・ベビーカーを積んで乗車する子育て世代の利用があった。
・中央部から中央部への移動が多く見られた。
・土日のイベントに参加する人の利用があった

これまでのすこやか号ではカバーできなかった
潜在ニーズの掘り起こしができた

町内の移動に公共交通をあまり使って来なかった層が
公共交通を使うきっかけになった

30



運行実績について

（３）AI配車システムの効果
①スマホ予約の際のオペレータの労力削減
スマホ予約の場合、オペレータを介せずAIが自動で予約を受け付ける
ため、オペレーターの負担を軽減できる
→しかし、スマホ予約割合が全体の2割程度

②利用者に最も最短の距離で移動を提供可能
AIが最短ルートを計算するので
従来、1周あたり1時間以上のかかっていたコミュニティバスすこやか
号に比べ、乗客の乗車時間が減り、負担軽減につながる

③タクシー業界の運転手不足への一助
バス業界同様、タクシー業界も運転手不足に悩まされている

土地勘のない他の営業所のドライバーに応援で来てもらう事がある
が、

AIがルートも示してくれるので、土地勘がなくても運行が可能

④タクシーの混雑緩和
雨天の日などは、通常のタクシーが混雑する
その際に、デマンドを紹介することで混雑が緩和した

SAVSを有効活用するに
はスマホ予約を
増やす必要あり
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しわまる号の今後の可能性
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観光

高齢者の

外出支援

子育て支
援

環境問題

・観光マップと連携すれば目的地
まで直接行けるのは大きな強み
・乗り換えの心配がない
・システムにランドマークを設定
すれば目的地選択がより簡単に
・バス自体が環境資源になり得る

・家の前から目的地まで移
動ができる

・料金が一定のため安心し
て利用できる

・車内が高齢者同士のコ
ミュニケーションの場所

・自分の好きな時間に乗車
可能

・公共交通の利便性が増せば
マイカー使用が減る？

・パーク・アンド・ライド駐
車場と組み合わせて公共交通
への乗り換えを支援

・電気自動車を活用した小規
模区間での自動運転も

・共働き家庭での子どもの送
迎を助ける

・拠点となるハブを設ければ
待機児童が解消されるかも

・スクールバスとの組み合わ
せも可能
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観光

高齢者の

外出支援

子育て支
援

環境問題

もう一つの可能性として

考えられることはなにか
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住民が主体となった協働による

公共交通の仕組みづくり
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従来の公共交通は

行政・交通事業者が担うのが 当たり前 であった

現在の公共交通は

クルマ依存社会であることや、地域事情やニーズがそれぞれ違うことな
どからこれまでの考え方では、公共交通を確保・維持するのは難しい

町民自らが 公共交通を育て、支えている

という意識を醸成することが重要

行政・交通事業者は様々な公共交通を組み合わせ（電車、バス、タク
シーなど）利便性を確保し、住民が公共交通に乗りたくなるイベントの
開催や特典を用意する

町民にそれらをうまく選択させ、継続利用してもらえる土台作りをし
て、地域全体で公共交通を支えていく姿が実現できれば理想的

その土台づくりに SAVSが有効活用できるのではないか
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コロナウイルスの影響で
テイクアウトの需要が
高まっている。

町内飲食店での利用が
見込めるのではないか。

産直が10カ所ある
朝の出荷作業に
活用できないか？
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ご清聴ありがとうございました
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